
  新体制のもと1月13日土曜日に府中市文化セ 
ンターにて2018年度新年例会を開催させて頂 
きました。当日は、終始和やかな雰囲気の中 
で来賓、特別会員の皆様と親交を深めること 
が出来ました。 
　当日は公私ともにご多忙の中、来賓に府中市 
市長 戸成義則様、広島県議会議員 岡崎哲夫様、 
広島県議会議員 出原昌直様、府中商工会議所 
会頭 北川祐治様、また特別会員会長 平　祐介 
様を初め大変多くの特別会員の皆様にご臨席を 
賜り、かつ鄭重なるご挨拶を頂きましたこと、 
厚く御礼申し上げます。 
　一般社団法人府中青年会議所2018年理事長 
 栗原大高よりご挨拶頂き、本年度の方針や熱 
い想いを聞き会員の心が一つになり改めて気合の入った一日でした。 
　本年度栗原理事長が掲げられているスローガンは「温故知新」～次世代へ繋げる一歩～です。その中
で、次世代に繋げる会員自身の成長を目標とする委員会の委員長としてこの新年例会という重要な事業
を担当させて頂いたことは、私自身の成長に繋がりました。大変感謝しております。最後となりますが
恙無く新年の門出を祝う事が出来ましたのは、ひとえに委員会メンバーを初めとする現役会員の皆様の
助力とご指導があったからこそです。誠にありがとうございました。本年度もどうぞよろしくお願い致
します。 

JC News NO.510	
2018年度スローガン『温故知新』　次世代へつなげる一歩	

　第56代理事長　栗原 大高　　　　 
　新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては新春の門出
を健やかにお迎えになられたことと謹んでお慶び申し上げます。旧年中は、
一般社団法人府中青年会議所に対しまして、格別なるご高配を賜りましたこ
と厚く御礼申し上げます。 
　私は一般社団法人府中青年会議所2018年度理事長を拝命しております栗原
大高と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
本年、私たち府中青年会議所は創立55周年を迎えるにあたり新たな一歩を踏
み出します。 

　我がまち府中が市民の皆様にとって「明るい豊かな社会」になるべく様々な角度から効果的な運動
を展開して参ります。スローガンを『温故知新～次世代へ繋げる一歩～』として掲げ、我が組織の歴
史と伝統を踏まえつつ、青年らしい発想と行動力、そして地域のオピニオンリーダーとしての強い使
命感を持って時代に即した運動を行い、継続して「明るい豊かなまちづくり」に邁進して参ります。 
　新しい年が活力に溢れ、皆様の笑顔が輝く素晴らしい年となりますよう心からご祈念申し上げます
とともに、皆様のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。 

　2018年度　新年互礼会開催 
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監事　井上達也 

　　　　　本年度、監事を拝命いた 
　　　　　しました井上達也と申し 
　　　　　ます。2018年府中青年会 
　　　　　議所は55周年という節目 
　　　　　の年を迎えました。記念 
　　　　　式典や記念事業などが控
えています。更には光州青年会議所
とも締結50周年を迎えました。私も
監事として府中青年会議所を支える
べく、自分の経験をメンバー一人一
人に伝えれるよう一年間監事職を全
うしたいと考えます。 
さらに2016年に立ち上げたふちゅう
大学誘致の会としても本年は勝負の
年になります。2017年には府中市が
基本構想を作成し2018年は国家戦略
特区を府中市が取得し府中市を無人
機のテストフィールドにと考えてい
ます。新産業を府中市から、「エ
アーフィールド府中」を掲げ、ふ
ちゅう大学誘致としてもさらなる広
報を行っていかなくてはならないと
思っています。今年も全力で運動を
推進してまいります。 
本年度もすべての力を出し切りたい
と思いますので、みなさまのご協力
をよろしくお願いします。 

　　　　　　本年度、地域人財開発 
　　　　　　室副理事長を務めさせ 
　　　　　　て頂きます淺野正裕で 
　　　　　　す。｢会員拡大｣｢社会 
　　　　　　開発｣の二委員会を担 
　　　　　　当させて頂きます。会
員拡大で組織力増強をおこない、社
会開発事業で地域社会への働きかけ
をおこなって参ります。内と外の両
方から盛り上げていきたいと思って
おります。拡大委員会、社会開発委
員会共に高い目標をもって行動して
参ります。特別会員、現役会員の皆
様には、多大なご協力をお願いをす
ることもあると思いますので、どう
ぞ一年間宜しくお願い申し上げます。 

                    新年あけましておめで 
                    とうございます。新年 
　　　　　　を迎えるにあたり、謹 
　　　　　　んでお慶び申し上げま 
　　　　　　す。昨年中は、我々の 
　　　　　　活動に多大なるご尽力
並びにご協力・ご理解の元、一年間
全力で邁進できました事と全事業を
無事成功裡に納めさせて頂き誠にあ
りがたく感謝申し上げます。 
本年度は、栗原大高理事長が掲げま
すスローガン「温故知新」～次世代
へ繋げる一歩～　を重んじ地域のた
め・組織のため更には自己成長を意
識しながら全ての事業に挑戦と情熱
を傾けて参ります。 
どうぞ一年間ご指導ご鞭撻の程よろ
しくお願い申し上げます。  
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　京都会議に参加 
　1月19日～21日に京都国際会議場に
て毎年恒例の京都会議が開催されまし
た。京都会議は全国のJCが毎年1月に
京都に集まり各年度のスタートとなる
会議で、日本青年会議所の総会やセミ
ナーが行われます。開催期間中は街中
にJCバッジをつけたスーツ姿の青年集
団がいたるところにおり、青年会議所
歓迎の旗などが溢れる風景は青年会議
所の社会に対する存在感の大きさなど
を改めて感じれる機会となりました。 
　2018年度は「公に誠を尽くす」を
テーマにし、事業創造・教育再生・公
益資本主義推進・未来を切り開く人財 

などのセミナーが開催されました。 
　府中青年会議所から本年度は例年より多くの17名のメンバーが参加し、栗原理事長を中心にいつもと 
違う場所で共に時間を過ごしそれぞれの本年度に対する思いを語り、改めて本年度一年間の活動が有意 
義なものとなるようメンバーが一丸となりました。 

社会開発委員会 委員長 門田和也�

直前理事長　河村晋丞 副理事長　蛎田大悟 

監事　磯田一郎 
　　　　　　本年度監事を務めま 
　　　　　　す磯田一郎です。こ 
　　　　　　の一年事業が円滑に 
　　　　　　行えるよう俯瞰的に 
　　　　　　見て判断してくよう 
　　　　　　努めてまいります。
2015年11月に入会し今年が卒業の
年となりました。今まで培ってき
た人生観も含め、この会がより良
い会へと発展できるよう発言して
いこうと考えおります。またこの
一年が自身にとって有意義な年 

だったと思えるよう取り組んでま
いりますので、よろしくお願いい
たします。 　　　　　　まつり委員会の副理事 

　　　　　　長を務めさせて頂きま 
　　　　　　す。この度、任を頂い 
　　　　　　たことで、事業成功に 
　　　　　　向け本年度委員長を善 
　　　　　　導出来らばこれぞ諸先
輩方から戴いた恩に報いることにな
ると愚考し、また委員長と我らの成
長こそまつりの発展につながると確
信し、まつりに来られた方には皆そ
の胸の内に「まつりは府中にあり」
と思って頂けるような事業を行いた
く委員会メンバーと共に精進致す所
存です。よろしくお願い致します。 

副理事長　淺野正裕 



　　　　　本年度、府中青年会議所 
　　　　　は55周年を迎えます。半 
　　　　　世紀以上の長きに渡り運 
　　　　　動を続けてこられたのは、 
　　　　　多くの先輩方のご尽力、 
　　　　　そして私たちの運動に賛
同してくださった方々のおかげであ
り、私たちは常に感謝の意を忘れる
ことなく、今後も運動を続けて参り
ます。私も55周年実行委員会実行委
員長として、各事業を盛大に開催で
きるよう、各部会、そして全メン
バーとともに本年度は邁進して参り
ます。何事にも果敢に、率先して動
きますので、皆さまのご協力を、何
卒よろしくお願い致します。  

　　　　　本年度、社会開発委員会 
　　　　　委員長を拝命いたしまし 
　　　　　た門田和也です。当委員 
　　　　　会ではまちの抱えている 
　　　　　問題に対し青年会議所と 
　　　　　して行政や地域の方など
と積極的に関わりながら、魅力のあ
るまちづくりを目指し活動してまい
ります。 
少子高齢化や人口減少などの問題も
ありますが、我々の活動により少し 

　　　　　本年度、会員拡大委員長 
　　　　　を務めさせていただきま 
　　　　　す。真邉崇正と申します。 
　　　　　本年度は、15人の新規入 
　　　　　会という近年にない高い 
　　　　　目標をもって活動を行っ
て参ります。 
府中JCがより素晴らしい事業を行う
ためには、今より多くの会員の力が
必要です。そこで、委員会の垣根を
超え府中JC一団となって拡大活動を
する取り組みを行います。また、新
たに参加した仲間ができるだけ早く
持てる力を最大限に発揮できるよう
に努めてまいります。 
次世代に繋がる府中JCの礎を築くこ
とが、本年に課せられた使命と捉え、
一年間邁進してまいる所存です。現
役会員、特別会員の皆さまには、ぜ
ひ積極的なご協力を賜りたいと存じ
ます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 

　　　　　本年度、自己育成総務委 
　　　　　員会の委員長をつとめさ 
　　　　　せて頂きます下岡育巳と 
　　　　　申します。  
　　　　　当委員会は毎月行います 
　　　　　例会セレモニーに新年例
会・忘年例会・同伴例会といった例
会を中心とした事業を開催いたしま
す。例会は青年会議所の基礎となる
重要な事業です。先輩方から受け継
いできた55年間の歴史と伝統を守れ
るように、そして次世代に繋げるよ
うに、まずは自分自身の成長が必要
です。日々勉強し、委員会メンバー
と協力して共に邁進してまいります。
1年間よろしくお願い致します。 

　　　　　　本年度、事務局専任理 
　　　　　　事を務めます田辺貴慶 
　　　　　　と申します。昨年は、 
　　　　　　総務委員会の委員長と 
　　　　　　して、会の運営、事業 
　　　　　　の構築を学ばせていた
だきました。特別会員の皆様、地域
の皆様には温かいご支援を賜り厚く
御礼申し上げます。 
今年は、栗原理事長のもと「温故知
新」のスローガンを胸に、会の情報
の整理、配信といった職務を遂行し、
昨年学んだことを専務理事・会員の
サポートに活かし、円滑な会の運営
に力を注いでまいります。府中青年
会議所に入会させていただいて５年
の月日がたちましたが、私自身、ま
だまだ浅学菲才の身であります。諸
先輩方におかれましては、引続きご
指導ご鞭撻のほど、宜しくお願いい
たします。 
 

　　　　　新年あけましておめでと 
　　　　　うございます。本年度、 
　　　　　副理事長を務めさせて頂 
　　　　　きます福永義治です。人 
　　　　　間力開発室として、総 
　　　　　務・青少年育成を担当さ
せて頂きます。「明るい豊かな社
会」を目指す私たち青年会議所は人
間力の高いメンバーの集まりでなけ
ればなりません。人間力開発室とし
て人間力の向上を目指し、まず私た
ち自身が人間力をさらに高めること、
そして次世代を担う子ども達には、
人間力の大切さに気付いてもらい、
その力をつけてもらうことを目的に
運営してまいります。担当委員長2
人には、事業を行っていく中で、
様々な経験、成功体験、達成感を味
わってもらい、より成長することを
期待しております。 
私自身も頂いた役職を成長のチャン
スと捉え、楽しみながら一年を頑
張ってまいりたいと思います。よろ
しくお願い致します。  
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副理事長　福永義治 自己育成総務委員会 
委員長　下岡育巳 

まつり委員会 
委員長　宇野崇能 

専務理事　福田竜也 
　　　　　　新春の慶びを申し上げ 
　　　　　　ます。本年度、専務理 
　　　　　　事を務めさせて頂きま 
　　　　　　す福田竜也と申します。 
　　　　　　2018年度の府中青年会 
　　　　　　議所が円滑に運営され
るよう尽力するとともに、１年間通
じて素晴らしい事業が行われるよう、
各メンバーに対してのサポート、会
の雰囲気づくりにも力を尽くして参
ります。 

事務局専任理事　田辺貴慶 

55周年実行委員会 
実行委員長　平慶一郎 

また、本年度は５５周年という節目
の年になります。理事長スローガン
「温故知新」のもと諸先輩方が築い
て来られた歴史の重みを感じながら、
この１年間新たな歴史を築いていき
たいと思います。どうぞ１年間ご指
導ご鞭撻のほど宜しくお願い致しま
す。 

　　　　　　本年度、まつり委員会 
　　　　　　の委員長を務めさせて 
　　　　　　いただきます宇野崇能 
　　　　　　と申します。当委員会 
　　　　　　は備後国府まつりを盛 
　　　　　　り上げる為に様々な試
みを行っています。そして、本年度
は『子どもが笑顔になれるまつり』
をテーマに開催します。子ども達の
笑顔は皆を笑顔にすると考えており、
子ども達や家族連れの方が楽しめる
空間を企画することで、さらにこの
まつりが盛り上り、なくてはならな
いものになります。もちろん子ども
達だけではなく、老若男女が楽しめ
るまつりを目指して取り組んで行き、
本年度が次世代に繋がるまつりにな
るよう精一杯頑張ってまいりますの
で、どうぞ一年間よろしくお願い致
します。 
 

会員拡大委員会 
委員長　真辺崇正 

社会開発委員会 
委員長　門田和也 



1月27日に広島リーガロイヤルホテル広島にて、公
益社団法人日本青年会議所中国地区 広島ブロック
協議会により新春会議・新春交流会が開催されまし
た。広島県内からLOMメンバーが集まり、ブロッ
ク協議会の方向性を確認し交流を深めました。 
本年度は府中青年会議所より未来の日本構築委員会
委員長に就任された堀内朗君をはじめ、17名のメン
バーが参加いたしました。本年の広島ブロック協議
会にスローガンである「和～調和の精神性が織りな
す選ばれる広島の創造～」という基本理念のもと、 

　　　　　　本年度セクレタリーを 
　　　　　　務めさせて頂きます伊 
　　　　　　豆田浩央と申します。 
　　　　　　本年度は栗原理事長の 
　　　　　　下、府中青年会議所の 
　　　　　　運営が円滑に行われる
よう全力で貢献して参る所存です。
そして、この役で得る事が出来る貴
重な経験から様々な知識を吸収し、
私自身も成長出来る様努めて参りま
す。 
一年間このような経験をさせて頂け
ることに感謝しながら、職務をしっ
かり全うして参りますので、ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願い致しま
す。 

　　　　　本年度、青少年事業担当 
　　　　　の「未来への懸け橋委員 
　　　　　会」委員長を務めさせて 
　　　　　頂きます溝上法光と申し 
　　　　　ます。当委員会は「体 
　　　　　験」をテーマとし、野球、
サッカー、SNS事業、野外学習事業
を行ってまいります。子どもの頃は、
様々な体験をする中で、頭の中の白
いキャンパスに想像することや、相
手の声のトーンや温もり表情など、
五感を働かせる事が大切だと考えま
す。それは社会に出れば子どもの頃
に直接、体験して得た知識やコミュ
ニケーションが、年長者や価値観の
違った方など様々な交流がある中で、
活かされている事が沢山あるからで
す。めまぐるしく変化する社会に適
用していくためには、生涯にわたっ
て体験する事や学ぶ事が大切だと思
います。本年度のスローガン「温故
知新」のもと、子ども達が将来、貴
重な体験ができたと思え、次世代に
繋がるきっかけとなる事業にしてい
きます。１年間どうぞ宜しくお願い
致します。 

未来への懸け橋委員会 
委員長　溝上法光 

でも地域に良い変化を起こし、「明
るい豊かな社会」に一歩でも歩を進
めるべく責任を持って邁進していく
所存です。本年度もどうぞよろしく
お願い致します。 

セクレタリー　伊豆田浩央 セクレタリー　藤井昭徳 

　　　　　　新年明けましておめで 
　　　　　　とうございます。2018 
　　　　　　年度セクレタリーを受 
　　　　　　けさせて頂きます藤井 
　　　　　　昭徳と申します。栗原 
　　　　　　理事長の下、本年度の
府中青年会議所では貴重な経験が沢
山できると確信しております。様々
な事業にできる限り出席し、多くの
諸先輩方から多くの事を学び、自身
の成長につなげたいと思います。 
セクレタリー二人で協力し合い、府
中青年会議所の活動が円滑に行える
よう精一杯努めて行きたいと思いま
す。若輩者のため、ご迷惑をお掛け
する事もあるかと思いますが、皆様
方のご指導とご鞭撻をいただきます
よう、よろしくお願い申し上げます。  

新春会議に参加	
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社会開発委員会 委員長 門田和也�
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県内から多くのメンバーが一堂に会し各青年
会議所の垣根もなく大いに盛り上がり、広島
ブロック協議会の華々しい一年のスタートと
なりました。 

広報担当より	
広報を担当しております社会開発委員会委員
長の門田です。この度、現役会員の皆様のご
協力によりJC News 510号を発行できました。 
この場をお借りし御礼申し上げます。 


